
 

 

                               

 

 

２０２６．８．３０ （一社）札幌地区サッカー協会 グラスルーツ事業部会 

８月２２日（土）・２３日（日）に、旭川市忠和公園多目的広場

で開催された「Ｕ－１２ガールズゲーム２０２６北海道 第１４

回熊谷・髙瀬杯サッカー大会」。Ｕ－９交流戦部門に参加すべく、

３年連続で、グラスルーツ事業部会で札幌のＵ－９の女子選手の

参加を募集したところ、８名（３年生：５名、２年生：１名、１

年生：２名）のサッカーガールズが申し込んでくれました。当日

は、欠席もあり、７名での参加となりました。今年度は、２２日

（土）１日のみの参加となりまし「札幌サッカーキッズ大集合ガ

ールズ」の活躍を報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｕ－９交流戦部門として、「旭川ガールズ・９」「ＨＫＦＡドリームガールズ」とゲームをさせて

いただきました。旭川戦は「２１対１」、ドリームガールズ戦は、「１６対１」という結果でした。一

人一人がしつこくディフェンスを頑張り、奪ったボールを３年生が個人技からの突破でゴール前まで

ボールを運び、次々とゴールを決めるという試合展開になりました。全員が交替でＧＫも経験しても

らいました。また、参加者７名のうち５名が得点を決めることができました。 

交流戦部門ということで、ゲームの人数やコートサイズ・ゲーム時間についても対戦チーム同士で

相談して決定させていただきました。コートサイズの変更、審判について等、主管地区の「旭川地区

サッカー協会」のスタッフの皆さんに多大なる御配慮や御尽力をいただき、大変感謝しております。 

今年度は、事前の顔合わせの機会が用意できずに、大会当日の朝が、初めて参加者全員集合とな

りました。しかし、昨年度も参加してくれた子（中には３年連続参加の子も！）、協会キッズ委員会

のイベントに参加してくれた子もいたので、スタッフとはすでに顔見知りということもあって、す

ぐに本部あいさつやウォーミングアップなどの行動に移ることができました。 

参加人数が７人ということ、３年生中心ということもあり、ゲームのポジ 

ションやＧＫの順番も自分たちで決めてもらいゲームに臨みました。ゲーム 

の中でのポジションチェンジも自分たちで行っていたようでした。 

大会を終了して、スタッフとしては、今年度３年生が主体ということで、 

今年度がＵ９交流部門ラストイヤーという子も多く、次年度選手が集まるか心配であると同時に、 

４年生になって参加できる環境を用意してあげられるのかという課題も感じています。 

低学年の女子のサッカーキッズだけの活動場所も少なくなっている現状改善に向けて、（一社）札

幌地区サッカー協会として検討を進めていきたいと考えています。 


